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□ インフラツーリズムとのかかわり

• 専門分野：都市史、土木史、景観

• 土木遺産ツアー案内人：

– NHK文化センター『土木遺産を訪ねて』（2012年7月～）

– 年6回程度、東京都内の土木遺産を巡るまち歩きツアー

□ インフラツーリズムとのかかわり

• 第二海堡上陸ツーリズム推進協議会 委員
（国土交通省、2018年～）

• インフラツーリズム有識者懇談会 構成員
（国土交通省、2018年～）

『インフラツーリズム拡大の手引き試行版』（国土交通省、2019） 東京湾第二海堡

□ インフラツーリズムとは？

• 日常あるいは観光を支えるインフラを
見方／見せ方を変えることで観光資源・観光対象に
（↑スケール、非日常の体験、ストーリー、…）

• 国土交通省の定義：
– インフラヘの理解を深めていただくため、普段訪れることのできないインフラ

の内部や、日々変化する工事中の風景などの非日常を体験するツアーを
展開することにより、地域に人を呼び込み、地域活性化に寄与する

⇒来訪者にインフラの役割や機能等の理解を促進
来訪者のインパクトを周辺地域の活性化に波及

（出典：『インフラツーリズム拡大の手引き試行版』（国土交通省、2019））



（出典：国土交通省 インフラツーリズムポータルサイト）

□ インフラツーリズムとは？

• インフラツーリズム以前

– インフラが観光対象となっていたことはあった
（錦帯橋、黒部ダム、熊野古道・・・）

左：岩國 錦帯橋（歌川広重『六十余州名所図会』）（出典：Wikipedia）
右：黒部ダム（出典：Wikipedia）

□ インフラツーリズムとは？

• インフラツーリズムの背景

– 東日本大震災以降頻発する大規模自然災害によるインフラへの
関心の高まり

– 土木マニアの存在：ダム、橋、ジャンクション、石積み、暗渠、…

– 観光ニーズの多様化とリアリティー

土木のイメージ変遷年表（出典：『土木学会誌2014年1月号』（土木学会、2014）

□ インフラツーリズムの現状

図１ インフラツーリズムポータルサイト

掲載施設数（2017年,367施設）

図２ インフラツーリズムポータルサイト

掲載施設の来訪者数（2017年,467千人）

（出典：『インフラツーリズム拡大の手引き試行版』（国土交通省、2019））



□ インフラツーリズムの現状

• インフラツーリズムへの「期待」（土木遺産ツアーを踏まえて…）

– インフラへの理解や土木分野への理解を深める

– 日々の生活を支える身近なインフラを観光対象とすることで、
生活の場である“まち”に対する理解を深める

⇒持続的なまちづくりへの展開に期待

• インフラツーリズムの「現状」

– 施設自体の規模の大きさや、普段は見ることができない
といった“珍しさ”や“非日常の体験”を魅力として強調
→“逸品豪華主義”の側面が強い

– 身近なインフラ、ヴァナキュラーなインフラを対象とした
“まちづくりへの展開”が意識されているとは言い難い

ところが…

□ インフラツーリズムの現状

• インフラツーリズム
（国土交通省）

– “珍しさ”や“非日常の体験”
が魅力

– 「期間限定の工事現場の見学」
といった、一過性の魅力

– “珍しさ”や“非日常の体験”を
相互に組み合わせて魅力づくり

– 「ダム」には幅広い魅力付け

– 構造物種別によっては
魅力に偏りがみられる

• 土木遺産ツアー

– “学習”や“景観”“自然環境”
に関わる魅力を強く意識

– 周辺から対象構造物への
眺望も魅力

– いずれの構造物種別でも、
幅広い魅力を意識

– 複数の魅力が相互に組み
合わされ、多面的な魅力
を意識

– まちづくりの糸口として期待

□ インフラツーリズムは何をめざすのだろうか？

• インフラのストック効果

– 整備された社会資本が機能することで、整備直後から
継続的かつ中長期にわたって得られる効果のこと。

社会資本の効果 

フロー効果 生産活動の創出 

雇用の誘発 

所得増加による消費の拡大 

安全・安心効果 
• 耐震性の向上 
• 水害リスクの低減　等 
生活の質の向上効果 
• 生活環境の改善 
• アメニティの向上　等 
生産性向上効果 
• 移動時間の短縮 
• 輸送費の低下 
• 貨物取扱量の増加　等 

ストック効果 

（出典：『国土交通白書2015』）

□ インフラツーリズムは何をめざすのだろうか？

• 質の高い空間整備（？）
– “景観”整備に対するアレルギー．．．

– “観光”を意識することで質の向上へ

• 規制緩和（？）
– 体験・経験を後押しする規制緩和

（ボルダリング、バンジージャンプ、ジップライン、・・・）

• 対象施設・コンテンツの多様化（？）
– コンテンツの拡充

– 身近な／小規模なインフラへの展開
（↑インフラツーリズムとしてめざすべきなのか？）

• まちづくりへの展開（？）
– インフラツーリズムならではのまちづくりとは？

– 行政施策・自治体戦略に組み込めるか？


